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展してゆく過程を，経営史 (business history) , 企業者史 (entrepreneurial history) , 経済史
















めた。しかし大正 3 年 7 月に世界大戦が勃発すると，造船業・海運業が繁忙をきわめ，田村市郎
は「日本汽船株式会社」を創設して海運業で大きな利鞘を稼ぎ，ついに日魯漁業を大阪の株屋の
品徳蔵に譲りわたし， 自分は船舶売買業とトローノレ漁業に専念する lこいたった。
「第 3 章 島徳蔵と日魯漁業株式会社」
島は株屋の息子として成長し，天才的な虚業家的才能をもっていた。大正 5 年に大阪株式取引
所理事長になった頃に日魯の社長となったが，北洋漁業の経営の現場は部下にまかせきりで，か
なり jレーズな運営をしていた。しかし大阪の株式市場では， 日魯の公称資本金を 1 ， 000万円とし




「第 4 章 ロシア革命が露傾漁業に及ぼした影響」








「第 5 章 島徳事件をめぐる日魯漁業と政党・財閥・右翼との関係」




の郷誠之助が仲介に立ち， 乙の紛争は落着したが， 三菱商事より 825万円を導入する結果とな
り，三菱財閥と日魯の関係は非常に濃密となった。







「第 7 章 紅鮭缶詰輸出をめぐる日魯漁業と三菱商事の関係j
三菱は第一次大戦中に紅鮭缶詰を欧州に輸出して以来，北洋漁業に関心を深め，デンピーとの
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共同出資により「北洋漁業会社」を新設して生産面にも乗込んでいった。合間後の日魯は， r北
洋漁業会社」を吸収して「大北漁業会社」を設立する代りに，三菱商事はカムサッカ半島の東海
岸の日魯関係の金融・販売面を一手に掌握するにいたった。その後に日魯の北洋漁業における独
占度が高まるにつれて，三菱商事の販売占有率も高まり，昭和 7 年度の第二次合同によって，日
魯が露領漁業を完全に独占すると共に，三菱はその製品全部を輸出することになり，ここに日魯
と三菱商事の相互利用関係が完成したのである。
論文の審査結果の要旨
本論文は乙れまでの漁業経済史研究の凶顧と展望にもとずいて， 日魯漁業という国際関係史の
上からも重要な意味をもっ巨大独占企業の歴史を分析し，その研究方法としては，経済史的アプ
ローチ，経営史的アプローチ，企業者史的アプローチという三つの視角を総合して，企業の歴史
を解明する新しい方法を提示している。これは今後における日本経済史ないし，日本経営史の研
究に多くの示唆と方向づけをあたえるものであり， したがって本論文は，経済学博士の学位を授
与するのに十分な価値と学界への功績を持つものであると判定する。
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